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すべての子どもと若者には、あらゆる形態の暴力を受けずに暮らし、安全かつ平和的で、

すべての権利を実現できる環境で育てられる権利が保障されなければならない。 

 

【子どもに対する暴力】 

 プラン・インターナショナルは子ども

に対するあらゆる形態の暴力を強く非

難する。私たちは国際的にも子どもに

対する暴力は絶対的に受け入れられな

いと考えている。およそ 4 分の 3 の子

どもたちが過去に暴力を受けたことが

あり、暴力の常態化が問題視されてい

る。国際人権法のもとでは、すべての子

どもと若者は暴力の不安や恐怖を感じ

ることなく暮らす権利を持っている。

プラン・インターナショナルは子ども

に対する暴力の重大さ、罪の重さを認

識し、子どもの人権が守られていない

状況を早急に改善することを優先事項

とするようすべての人々に要請する。 

 

 子どもたちは、それぞれの成長段階で

さまざまな形態の暴力を受けており、

とりわけ女の子が暴力に直面している

こと、そして女の子と男の子は異なる

形態の暴力を経験している。子どもに

対する暴力への対応は、すべての子ど

もたちの暴力の経験が理解され、適切

に対処され、最終的には防止されるた

めに、包摂的で、ジェンダー・トランス

フォーマティブ*であり、年齢を配慮し

なければならない。 

 

*ジェンダー・トランスフォーマティブとは：単に

女性・女の子の現状を改善するだけでなく、社会に

おける女性の地位を改善し、彼女たちが権利を十分

行使できるように目指すこと 

 

 子どもに対する暴力を撲滅すること、

特に女の子に対する暴力を撲滅するこ

とは容易でないが、実現可能な目標で

あり、法律上の権利であり、そして開発

支援の責務である。子どもに対する暴

力を撲滅するためには、国際、国、そし

てコミュニティレベルの財政や政策、

そしてパートナーシップの強化が必要

である。 

 

 子どもに対する暴力は見えにくく、さ

まざまな要因を含んでいるため、報告

件数が現状より過少ない。プラン・イン

ターナショナルはすべての関係者に、

暴力防止と支援の仕組みに被害者のニ

ーズが優先されるよう要請する。暴力

の通報の仕組みは、子どもに分かりや

すく、ジェンダーと年齢に配慮すべき

である。また、暴力のサインにいち早く

気づき、子どもたちのニーズを最優先

する支援の仕組みである必要がある。 
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【女の子と暴力】 

 暴力にはさまざまな形態があり、その

なかでも、ジェンダーに基づく暴力、性

暴力、そして女の子に対する暴力に違

いがあることを理解する必要がある。

これらの暴力は重なり合っていて、女

の子はジェンダーの役割がより明確に

なる思春期に暴力を受ける危険性が高

まる。 

 

 子どもの権利を促進する組織として、

プラン・インターナショナルはすべて

の子どもの権利を守ることに力を入れ

ており、男の子が受けている暴力は決

して無視されてはいけないと考える。

しかし、女の子と若い女性が男の子や

若い男性より、子ども時代や思春期、そ

して若い時期に暴力の被害に遭い、そ

の多くが見えづらく、当たり前になっ

ている。暴力被害のリスクがある女の

子や、暴力のサバイバーに対する法的

保護を強化する必要があり、女の子の

セクシュアリティをコントロールする

ような暴力につながるジェンダーの規

範を変えていかなければならない。 

 

 これらの理由から、プラン・インターナ

ショナルは、ジェンダーに基づく暴力

と女の子に対する暴力を撲滅させるこ

とを優先し、この目標達成のためにリ

ソースをあてていく。プラン・インター

ナショナルは、女の子に対する暴力防

止への支援と国際的な理解を得るため

に、すべての関係者にアクションを取

るよう働きかけを行って行き、女の子

の権利を侵害する暴力を撲滅するため

に必要な政治的意志と資金を増やすよ

う呼びかける。 

 

 暴力は加害者のみの責任であり、国内

法、または国際法によって裁きを受け

るべきであり、被害にあった女の子が

責められるべきではない。暴力に対す

る不安や恐怖心により、女の子の自由

や将来への可能性が制限されてはなら

ない。 

 

【国際的な人権の枠組みと仕組み】 

 政府は子どもに対する暴力やジェンダ

ーに基づく暴力に関するすべての条約

や協定を批准し、確実に実施するべき

である。このためには、条約の一般的意

見や勧告といった文書に示された行動

ポイントが明文化されている必要があ

る。また、条約を批准し実施するために、

政府はすべての国内法、地方の法律や

政策を整合させることが求められてい

る。 

 

 プラン・インターナショナルの独自の

調査によると、国際的な条約は女の子

を暴力から十分に守っていないと言え

る。これは、条約にジェンダーの視点が

ないこと、そして条約そのものに法的

な適応範囲を制限する留保という選択

肢があることが原因である。プラン・イ

ンターナショナルは、伝統的な文化、宗

教的観念、社会規範が人権を侵害して

はならないと考える。しかし、国家は子

どもに対する暴力やジェンダーに基づ

く暴力に関連する条約や協定を留保す

るために、伝統的文化、宗教的観念、社
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会的規範を利用するべきではない。政

府はほかの関係者と一緒に、女の子に

対する暴力を容認する国際法に対応し

なければならない。 

 

 年齢、性別、民族、宗教、障がいの有無、

土地、富、結婚暦、性的指向、性自認、

そして難民・移民であること（プライバ

シーと人権が当然守られる形で）とい

った細分化されたデータを集めること

が重要である。思春期前期の女の子の

ニーズを明らかにするため、また女の

子や若い女性に対するコミットメント、

政策、取り組みの進捗を測るために、デ

ータには 10 歳から 14 歳の女の子が含

まれるべきである。 

 

 プラン・インターナショナルは、女の子

や若い女性に対する差別を生んでいる

ような、現在の法律、規制、慣習や習慣

に対して、国が立法も含めた適切な措

置を講じられるように、「女子に対する

あらゆる形態の差別の撤廃に関する条

約（CEDAW）」を広めていく。 

 

 プラン・インターナショナルは、基本的

な人権を侵害しようとする人々や暴力

から、子どもを守ることに反対する

人々を強く非難する。すべての政府が

現在の人権規約を尊重すること、人権

に関する問題の交渉の出発点としてこ

れらの規約を使うこと、そしてこうし

た基本的な姿勢に反対する人々と闘う

ことを求める。 

 

 プラン・インターナショナルは、すべて

の政府に子どもが暴力を受けずに暮ら

す権利のための政府による取り組みに

透明性と説明責任を求める。すべての

女の子、男の子、女性、男性は、子ども

に対する暴力に関する国の法律、政策、

それらに対応した予算や実施計画に関

する情報にアクセスできるべきである。 

 市民社会、国際的な組織、キャンペーン

を行う人や活動家は、子どもに対する

暴力を撲滅させるために重要な役割を

果たしている。この役割には、政府の説

明責任を確かなものにすること、デー

タを集めること、政治的意志を刺激す

ること、プレッシャーを与えること、そ

して子どもに対する暴力を撲滅するた

めの十分な資金の確保が含まれる。 

 

 ジェンダーの力関係は子ども、特に女

の子に対する暴力の原因であることか

ら、この力関係に取り組む必要がある

こと子どもを守ることに従事している

国際的な関係者に重要性を訴え、女の

子に対するさまざまな形態の暴力に取

り組む努力をすることを求める。プラ

ン・インターナショナルは、透明性、説

明責任、相互の学びの担保、そして確固

たる成果のために、関係者と連携して

責任をもって活動する。 

 

【暴力のリスクが高い子どもと若者】 

 プラン・インターナショナルは、子ども

に対する暴力を撲滅する手段は包括的

であるべきだと考える。また、すべての

子どもたちを暴力から確実に守るよう

な仕組みがなければならない。特定の

グループの子どもたちは、より暴力に
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遭いやすく、それは一般的に、女の子、

障がいのある子ども、法的な身分証明

を持たない子ども、現状に対して声を

あげる子ども、少数民族の子どもの、最

貧困層や危機状況下にある子ども、ま

たレズビアン、ゲイ、バイセクシャル、

トランスジェンダー、インターセック

ス、クエスチョニングと自身を認識し

ている子どもである。乳幼児期と思春

期はどちらも暴力に対し脆弱な時期で

ある。プラン・インターナショナルは、

誰も取り残さないよう、関心を集め、必

要な資源を増やし、セーフガーディン

グ*を強化するために、もっとも脆弱で

排除されやすい人々を優先して支援す

る。 

 *セーフがーディングとは：ジェンダーに対応

した、子どもと若者、とくに私たちが一緒に

活動したり交流したりする子どもと若者が安

心・安全に過ごせる環境づくり 

 

【国の子どもの保護システム】 

 プラン・インターナショナルは、市民の

権利を守ることは、政府の責任である

と考える。しかし、包括的な子どもの保

護システムなしには、すべての子ども

の安全を保障することはできない。そ

のため政府は、効率的で、年齢を配慮し

た、ジェンダー・トランスフォーマティ

ブな子どもの保護システムを導入すべ

きであり、市民社会、国際機関、企業な

どその他の関係者は、国の子どもの保

護システムを支援するべきである。保

護システムは、十分な予算の確保と、も

っとも脆弱な立場の人々のニーズに応

える必要がある。 

【社会規範と暴力】 

 プラン・インターナショナルは、暴力を

容認する態度こそが早急に取り組む課

題であると考える。子ども、思春期の子

ども、そして若者、特に女の子と若い女

性に対する暴力、非難、さげすみ、被害

者への汚名によって暴力を正当化する

ようなジェンダー不平等や社会規範の

改善に取り組むことは極めて重要であ

る。伝統的、文化的または宗教的な背景

は、こうした規範を正当化するために

使われるべきではない。暴力はいかな

る状況でも受け入れられないものであ

り、いかなるときも人権侵害として捉

えられるべきである。暴力は個人的な

問題ではなく、解決にむけて摘発して

いかなくてはならない。 

 

 以下の規範と価値を促進し、強化すべ

きである。それは暴力を否定し、人権を

尊重し、子どもを健やかに育み、前向き

であり、もっとも困難を抱える人々も

取り残さない、子どもと思春期の子ど

もと若者のためのジェンダー平等な規

範や価値である。 

 

 態度、規範、行動を変えるためには、子

どもに対する暴力に関する世代間の対

話を促進していくことが重要である。

コミュニティでの対話はしつけに関す

る誤った慣習を変えることができる。

また、対話は、子どもたちは大人の所有

物ではなく、権利を持っている者とし

ての見方を与えることができる。対話

には子ども、思春期の子ども、若者、親、

保護者、伝統的／宗教的リーダー、医療



子どもと若者が暴力を受けずに暮らす権利 プラン・インターナショナル ポジションペーパー  6 

 

従事者、教員が含まれるべきであり、す

べての人がアクセスできるべきである。 

 

 プラン・インターナショナルは、ジェン

ダー不平等を助長し、社会的なジェン

ダー規範を通して女の子と女性の人生

とセクシュアリティを支配する家父長

制度に反対する。この制度は女の子と

女性に低い地位を与え、女の子と女性

対する暴力を正当化するものである。

女の子と女性は身体的に自立し、自身

のセクシュアリティを決める権利を持

っている。ジェンダーに基づく暴力を

撲滅するために、家父長制度を変える

べきである。 

 

 前向きな行動変化を起こすために、プ

ラン・インターナショナルは、女の子と

女性だけでなく、男の子と男性も巻き

込む必要があると考える。関係者、権利

者として、そして変化を起こす存在と

しての男の子と男性の巻き込みは、支

配的な男らしさの規範を変えるために

は欠かせない。また、平等で安心でき、

尊重と責任をともない、暴力のない人

間関係を育むためにも男の子と男性と

一緒に課題に取り組むことが重要であ

る。 

 

【家族間または家庭での暴力】 

 子どもがケアされ、健全に育まれ、サポ

ートを受けるために、家庭はもっとも

重要な場所である。母親、父親、法的な

保護者を愛することを通して、子ども

たちは安心できる絆のなかで育ち、親

や保護者をロールモデルとしながら、

思春期そして大人へと成長することが

できる。すべての子ども、思春期の子ど

も、若者は、ネグレクト、心理的／身体

的暴力、性暴力を含む、家庭内での暴力、

またほかの者からの暴力の被害者にな

ってはいけない。 

 

 プラン・インターナショナルは、親密な

パートナーからの暴力を強く非難する。

また、パートナーからの暴力は、女の子

と女性により多くの被害をもたらして

いると認識している。近親相姦、性暴力、

レイプの被害者を保護する手段は、安

全な住まい、保健サービス（緊急の避妊

を含む）、心のケア、安全な中絶へのア

クセス、そして法的処置や賠償を求め

る手段を保障する効果的なメカニズム

であるべきだ。被害者支援は、女の子へ

の差別的な態度を助長させないように

留意して、女の子に対する暴力に対応

する必要がある。 

 

 プラン・インターナショナルは、児童婚、

早すぎる結婚、強制婚（以下、CEFM）の

実施を強く非難する。CEFM は女の子に

対する暴力である。私たちは国または

慣習的な法律によって、早すぎる結婚

や強制婚が禁止されること、またこれ

らの法律が確実に施行されることを求

める。プラン・インターナショナルは、

子どもの権利条約の第 4 条にのっとり、

親や司法の同意にかかわらず結婚でき

る最低年齢を男性も女性も等しく 18

歳にすべきであると考える。 

 

 私たちは家庭内での暴力的なしつけを
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非難する。体罰はしつけとして受け入

れられてはいけない。暴力に頼らない

子育ての支援は、厳しすぎる子育てを

改めさせ、子どもと親のよい関係を築

くための情報やアドバイスを含めるべ

きである。 

 

【学校内外での暴力】 

 プラン・インターナショナルは、すべて

の子どもは安全で安心でき、暴力の不

安や恐怖心のない環境で学ぶ権利を持

つと強く主張する。この学習環境は質

の高い教育の不可欠な要素である。し

かし、多くの子どもたち、特に女の子た

ちにとっては、学校が恐くて不安な場

所になっている。暴力を容認したり、合

法としたりする態度や行動を改善する

ために、国家、地域、学校、そしてコミ

ュニティレベルで取り組むことは、学

校におけるジェンダーに基づく暴力の

防止と対応にとって重要な取り組みで

ある。 

 

 どの子どもも学校内、また学校に行く

までの道のりでの暴力の被害者になっ

てはいけない。この暴力は性暴力、嫌が

らせ、いじめ、脅迫、体罰を含んでいる。

障がいのある子ども、少数民族の子ど

も、LGBTIQ だと認識している子どもの

ように、特に脆弱で排除されやすい立

場の子どもは、周りの仲間や親による

学校内外での暴力を受けやすい。この

暴力は、その子どもをケアする立場の

人、あるいはその子どもに対して権威

を持っている人、子どもの学校生活の

継続に大きな影響を与える人によって

行われる場合、深刻な人権侵害となり

うる。このような暴力をなくすことは

すべての関係者の優先事項であるべき

だ。 

 

 人道支援における質の高い教育は、特

に女の子と若い女性に対して保護的な

機能がある。質の高い教育は、包摂的で

人をエンパワーするものであり、すべ

ての人の尊厳と価値を尊重することを

促進するものである。加えて、ライフス

キルや包括的性教育を含む、幅広い範

囲の学びを提供するべきであると考え

る。質の高い教育によって、子どもと若

者に対して必要不可欠な技術と知識、

積極的で生産的な人生を生きる態度や

行動、そして平和と非暴力をすすめる

積極的な市民としての責任を伝えるべ

きである。 

 すべての子ども、思春期の子ども、若者

が差別されることなく、包括的性教育

を受けられるべきである。包括的性教

育は、人間関係とセクシュアリティに

ついての健康的で尊重された選択をす

るための考える知識、価値、態度、必要

な同意をとる能力を育む。保護者と教

員は、子どもが乳幼児のときから、子ど

もたちが生涯にわたる健康を促進し、

抑圧や暴力、差別なく、子どもが自身の

体のことや人間関係、セクシュアリテ

ィについて学ぶための支援をすべきで

ある。 

 

【コミュニティや公共の場における

暴力】 

 コミュニティが子どもたち、思春期の
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子ども、若者にとって安全で成長に対

する不安がない環境であることが重要

である。すべての子ども、思春期の子ど

も、若者は路上や公共の場、公共交通、

または学校への道のりでも、暴力、嫌が

らせ、虐待にあってはならない。不安や

恐怖は思春期の子どもや若者の自由で

充実した人生への可能性を制限するも

のである。コミュニティは、暴力を容認

しない安全かつ安心できる環境をつく

りあげ、暴力の防止と対応に取り組む

責任を担っている。 

 

 プラン・インターナショナルは、政府や

地方行政の都市計画がジェンダー平等

を目指すために、法律や政策、ガイドラ

インをジェンダーの視点から見直すこ

とを求める。女の子はコミュニティの

なかで暴力によって、より大きな影響

を受けている。暴力への対応はジェン

ダーや年齢を考慮すべきだ。国家、地方

レベルにおいて暴力への対策が取られ

るよう、十分な予算が確保されるべき

である。 

 

 プラン・インターナショナルは、女性性

器切除（FGM/C）を含むすべての有害な

慣習を強く非難する。私たちは、FGM/C

はコミュニティの制裁という形の女の

子に対する暴力のひとつで、人権侵害

として扱われるべきであると考える。

FGM/Cは、女性のセクシュアリティをコ

ントロールする欲望と関係している。

プラン・インターナショナルは、すべて

の女の子と女性は、彼女の体に関する

決定を自由に行うために必要な知識や

自主性を持つべきであると考えている。 

 

 プラン・インターナショナルは、FGM/C

に対する効果的な立法と FGM/C によっ

て心身に起こる長期的な影響について、

コミュニティを意識啓発することによ

って、FGM/C と闘う。この有害な慣習に

関する態度や規範を変えるために、家

族、コミュニティ、伝統的／宗教的リー

ダーを巻き込むことは極めて重要であ

る。 

 

【商業的搾取と暴力】 

 すべての子どもが搾取的に働かされる

べきではない。私たちは適度な仕事で

あれば子どもにとって価値があり、教

育として役立つと考える。しかし、子ど

もたちを搾取するような仕事であるな

らば、すぐに止めさせるよう強く求め

る。なぜなら、搾取は子どもたちの身体

的、精神的、また性的に害をもたらし、

教育を受ける権利を損なわせ、その他

の危険へのリスクを高めるからである。 

 

 プラン・インターナショナルは、女の子

により大きな影響を与える子どもの商

業的性的搾取を強く非難する。これは

子どもたちを精神的／心理的／身体的

健康、そして性と生殖に関する健康を

危険にさらしながら、重大な危険に陥

れるものであり、子どもたちの人権を

侵害するものである。私たちは、政府が

法整備とこのような形態の暴力を防止

し、保護するための強固な枠組みを作

るよう求める。商業的性的搾取におけ

る子どもの被害者は、国際人権法に基
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づき支援、賠償、治療を受ける権利が行

使できるべきである。 

 

 プラン・インターナショナルは、性産業

に従事している若い女性と男性が受け

る暴力に大きな警戒を抱いている。法

的な保護システムを強化するために、

また保護システムや司法システムを利

用できることを保障するために、政策

の評価を行うよう政府に求める。 

 

 子どもの社会的保護システムは路上で

働きながら生活している子どもたちを

見落としている。このような子どもた

ちの食べ物、住まい、保護システム、そ

して保健サービスへアクセスする権利

は侵されている。早急に、このような子

どもたちはケアと保護サービスにアク

セスできるようにしなくてはならない。 

 

 子どもたち、特に女の子が人身取引の

被害者になっている。私たちはこの現

状を強く非難し、すべての関係者に人

身取引が最優先の課題であることを訴

えている。国境を越えた人身取引は国

際的な協力なしでは無くすことができ

ない。 

 

【危機状況下における暴力】 

 国際法のもとにおいて、すべての子ど

もたちが差別されないようにすること

に、政府が責任を持つべきである。子ど

もの権利条約に基づいて、亡命した子

どもや難民認定された子どもであって

も、暴力、虐待、搾取、ネグレクトから

守られる権利を持っている。難民の地

位に関する条約に則して、すべての子

どもは難民が持っているすべての援助

と保護を受ける権利を、大人と同等に

持っている。 

 

 危機状況下において、特に強制退去を

迫られているとき、子どもたちは暴力、

虐待、搾取、ネグレクトを受けるリスク

が高いといえる。保護者や家族と離れ

離れになっている子ども、つまり親、家

族、保護者による直接の保護が受けら

れない子どもは、より暴力を受けるリ

スクが高まる。 

 

 子どもの権利条約と国際人権法のもと、

プラン・インターナショナルは、家族と

離れ離れになっている子どもには家族、

親戚や保護者のもとに帰る権利がある

と考える。政府は子どもが家族と再会

するために、すべての実践的な手段を

つくすべきである。 

 

 プラン・インターナショナルは、ジェン

ダーと性別によって人道支援の現場に

おける子どもたちが持つ暴力を受ける

リスクは大きく異なると認識している。

危機状況下において、子どもの保護対

応は思春期の女の子を見落とすことが

多い。思春期の女の子たちはジェンダ

ーと年齢が原因となって、特定のリス

クに直面している。これらの特定のリ

スクとは、性暴力、ジェンダーに基づく

暴力、そして子どもの結婚、強制婚、早

すぎる妊娠といった有害な慣習である。

子どもの保護、性暴力やジェンダーに

基づく暴力の予防と対応は、それぞれ
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ジェンダーと年齢に配慮したものでな

くてはならない。 

 

 危機状況下において移動する子どもた

ちへの保護の強化は受入国政府と支援

機関によって、優先的に投資されるべ

きである。この投資にはこうした子ど

もたちのニーズを達成するために、政

府やコミュニティによる子どもの保護

システムへのより効果的な資源配分が

含まれる。 

 

 人道支援における暴力の予防と子ども

の保護に関する課題の根本的な原因へ

の取り組みに注意が払われるべきであ

る。この取り組みは教育や社会的保護

のアクセスを増やすこと、つまり家族

の収入機会を拡大すること、対立を解

決するためのコミュニティでの対話へ

の参加を増やすことを含む。 

 

【オンライン上での暴力】 

 情報とコミュニケーション技術の進化

は子どもたちに新しい前向きな機会を

与える。しかし、オンライン上では、子

どもたちに対する虐待、嫌がらせ、暴力

といった人権侵害が起きている。こう

したオンライン上での暴力は喫緊の優

先事項として対応されるべきである。

インターネットが子どもに与える、複

合的な危険性を決して軽く見てはいけ

ない。そして世界中の関係者は子ども

たちのオンライン上における子どもの

安全と保護に努めるべきである。 

 

 プラン・インターナショナルは、オンラ

イン上で女の子と女性があげた声を黙

らせようとする悪習を非難する。私た

ちはすべての関係者に、オンライン上

での暴力が女の子と女性の表現の自由

を抑圧することに繋がらないように責

任を持つよう求める。女の子たちをデ

ジタルの世界から追い出してはいけな

い。この課題への対策として、安全なオ

ンラインスペースを作ること、オンラ

イン上の暴力を報告する仕組みを強化

すること、暴力、嫌がらせ、虐待を行っ

た者を処罰することに集中しなくては

ならない。 

 

 デジタルメディアが有害なジェンダー

の固定概念、つまり女の子と女性が性

的対象とされることや、非現実的な女

性の表現などを助長しないようにしな

ければならない。メディアにおける多

様な女性や女の子、男性や男の子の表

現は、ジェンダーの認識に関する社会

規範によい影響を与える。極端な悪影

響を与えるポルノ、特に暴力的なポル

ノ、そして子どもがそうしたポルノに

簡単にアクセスできてしまうことは国

際的に重大な課題であると認識される

べきである。この課題への対策は、子ど

もたちをオンライン上の有害なコンテ

ンツへのアクセスから守るようにする

ことである。 

 

 性的虐待や搾取などのためにインター

ネットを利用することは許されざる犯

罪である。子どもへの性的虐待や性的

搾取はオンライン上であっても罪が軽

いものではなく、これらの実例は増え
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ている。政府やその他の関係者は、加害

者の調査や起訴によって、オンライン

上の子どもの性的虐待、性的搾取をす

ぐさま解決しなくてはならない。 


